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    モデルケース①：野菜カレーのリスク判定．．．．．．．．




























































































































































































































































      ’＋夕：9伽
馬生顧難
図1違反事例（水産物・畜肉類を除く）
   範囲：平成18年6月～平成20年6月まで
























       表1原因分類別集計
A＝取扱の不備、B二流通・生産管理の不徹底、C＝農薬（薬剤）管理不足
    豆類・種実香辛料      類 芋・穀
ﾞ 野菜類 果物 合計
A 6      18 0 0 6 30
B 3      15 9 4 9 40
C 16     22 0 23 9 70
平成18年6月～平成20年6月まで違反事例（水産物・畜肉類を除く）
         厚生労働省輸入監視業務ホームページ調べ
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             図2主要国の農薬推移
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口 目 穴 輿 兼
2006／7／17 丘 ン 直   一て 励 レベン“朝ム
2006／7／5 ピーマン 古 曹烈の ピ1“フエ  ン
2006／9／7 ボ ξ道 土一一’・が ヘプ  ロレ
2006／911 バ 高 曹泓  ≡口 ’“@ごスロビン
2006／10／271、 、咽b 高 し    曹・ζ エフェンプロい
2006／11／9ξ ご“ミ 由’?Eのぐ““ミか’腔芯 ベン レブ
2006／11／15 多 ラ 直   一て フェンバレー
2006／1125覧 ’    」 1 ラ 直  。一て 吻 ぐ ノ，、ス
2006／望2／5 ぐ ぐ“ミ 3ら  口 ぐご“ミ 、、藤・亀 ベン レブ
200612／26ご ぐ“ミ ぐご“ミか’曹辱・ ミレロン
200フ 110 菰 匡聖燕 フエニトロ  ン
2007／2／1 ゴ 5      一     “C、ス   一
2007／2／9 口 ン 直  。一て 匡 フェンプロパ1ン
20072 16 口 睦・ζ エフェンプロ・ ス
2007／223ミズ 鈷 ラ 直   一て 瑚     “C、ス   一
2007／3／8 ξ ご“ミ ぐ朝ミか灘堅・ ぐ フレ フェン ペンー メ 1ン
2007／3／27 曹・ミ ，、ス  ゼー エンピロ ぐメー
2007／3／31ピーマン 駄 哩燕 ，、ス  ゼー
2007／4／8 パ 1 室 多 r自  噛 ’  ご“ノン















Food， Drug and Cosmetic Act）に基づき環境保護庁（EPA）が許容量（Tolerance）を設定し
ている。
 カナダについては、カナダ保健省（ヘルスカナダ）のPest Management Regulatory

































































        （とうもろこし）
農薬成分名         賃本 Codexアメリカ オーストラリア カナダ EU
エテホン 0．5 0．05
エトリジアゾール 0．1 0．05 0．2
エンドスルファン 0．1 0．1 0．2 2 0．05
オキサジキシル 0．1 0．1
オキシデメトンメチル 0．3 0．5 0．02
（小麦）
農薬成分名 日本 Codex  アメリカオーストラリ カナダ EU
オリザリン 0．01 0．01
カルバリル 2 2 3 5 2 0．5
カルフェントラゾンエチル 0．1 0．1 0．05
カルベンダジム、チオファネート、チオファネート
＜`ル及びベノミル（総和として。）
0．6 0．1 0．05 0．1
カルボキシン 0．2 0．2 0．1
（大豆）
農薬成分名         日本 Codexアメリカ  オーストラリ カナダ EU
γ一BHC（リンデジをいう。） 1 2 0．01
ジコホール 0．1 0．1 5 3 0．05
ジスルポトン 0．2 0．2 0．1 0．5 0．02
ジチオカルバメート 3 0．5 0．06
（かぼちゃ）
農薬成分名         日本 Codex  アメリカオーストラリア カナダ EU
メタラキシル及びメフェノキサム（総和として。） 2 0．2 1 0．2 1 0．05
メチダチオン 0．1 0．1 0．02
メトキシクロール 7 14 0．01
メトキシフェノジド 2 0．3
（黄桃）
農薬成分名 日本 Codex  アメリカオーストラリ カナダ EU
γ一BHC（リンデンをいう。） 1 1 0．5 3 0．01
22－DPA 1 1
アジムスルフロン 0．02 0．02
アジンホスメチル 2 2 2 2 1 0．5
アトラジン 0．02 0．1





























































































































































      ＊穀物類へのポスト・ハーベスト使用としての農薬基準値未確認
＊＊ポスト・ハーベスト農薬として認可されていると思われるが残留基準値は無し
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      「コーデックス委員会及び各国のアフラトキシン気性状況」（第34回コーデックス連絡協議会（平成20年6月20日開催）資料2・3より抜粋）
＊アフラトキシン基準「Worldwide regulations for mycotoxins in｛food and feed in 2003（PDF version）」（FAO CORPORATE DOCUMENT REPOSITORY
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掲載日    掲載新聞     詳  細
@    日本経済新聞     放射能汚染食品
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1987／02／13日本経済新聞 放射能汚染食品 トナカイの冷凍生肉 スウ：［一デン産






1988／12／29日本経済新聞 放射能汚染食品 香辛料、月桂樹の葉 スペイン



































   即しても健康上の問題はない。
  ③IkGyを超えて照射した食品で食事に占める割合が0．01％を超える場合、遺伝的
   試験と亜慢性試験を行い、有害な結果が得られなければ、国民が摂取しても健









































































































































































































 2002年7月22副       旨＊（日経産業新聞）1 紀文食品i品質管理体制の強化：









、1現地の農薬メーカーなどと提携し、生産段階からの農薬について管理する取組み。出荷後の確認だけではなく、生産現場を改善しないと抜本的な解決にならない、．1                                  1                                  1                                  ．I                                  l
2003年3月20日1 日清オイリオi海外の製油拠点でも日本と同じ基準で農薬や食品添加物の検査＝
























2005年1月28日1 日清製粉順料の安全性確保の取り組み＝    1
＊（日経産業新聞）1 1八割以上が海外産である原料の小麦について．異物混入だけでなく残留農薬検査も重要とされている。同社では、農薬に関する検査機関の国際規格「亘SO17025」の
1 璽！認証を国内で初めて取得したという。












































































































































































































































































































































































































































16）FAO CORPORATE DOCUMENT REPOSITORY：アフラトキシン基準Worldwide regulations for






























生姜 生鮮 中国 農薬残留 B 中国国内向けと誤って出荷
生姜 生鮮 中国 農薬残留 C
生姜 生鮮 中国 農薬残留 A 収穫後保管不備
生姜 生鮮 中国 農薬残留 C 使用農薬確認不足
生姜 冷凍 中国 農薬残留 C 使用農薬確認不足
生姜 生鮮 中国 農薬残留 C 農薬管理不足
生姜 生鮮 中国 農薬残留 A 収穫後保管不備
生姜 生鮮 中国 農薬残留 A 収穫後保管不備
生姜 生鮮 中国 農薬残留 C
生姜 生鮮 中国 農薬残留 C 原料に対する使用農薬の認識不足
生姜 生鮮 中国 農薬残留 B 中国国内向けと誤って出荷
生姜 生鮮 中国 農薬残留 C 農薬管理不足
生姜 生鮮． 中国 農薬残留 B 収穫後保管不備
生姜 生鮮 中国 農薬残留 A 収穫後保管不備
生姜 冷凍（おろし） 中国 農薬残留 C
生姜 生鮮 中国 農薬残留 双日㈱
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 C 希釈倍率間違い
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 C 農薬使用状況の確認不足
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 C 農薬使用状況の確認不足
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 （有）大山
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 C 農薬使用状況の確認不足
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 （有）ジヤビーズ
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 C 希釈倍率間違い
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 C 農薬使用状況の確認不足
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 C 農薬使用状況の確認不足
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 （有）大山
青とうがらし 生鮮 韓国 農薬残留 C 農薬使用状況の確認不足
とうがらし 乾燥 インド 農薬残留 （有）カシミール
とうがらし メキシコ 微生物 A
とうがらし インド 農薬残留 アンピ力トレーディンゲ㈱
とうがらし インド 農薬残留 アンビカトレーディング㈱
とうがらし バングラデシュ 農薬残留 1LP JAPAN（有）
とうがらし インド 農薬残留 （有）カシミール
ミックススハ．イス チュニヅア 指定外添加牛 A
ナツメゲ インドネシァ 微生物 松浦薬業㈱
ナツメゲ インドネシァ 微生物 ㈱カーギルヅヤハ．ン







力力オ豆 生鮮 ベネズエラ 微生物 A 収穫後の乾燥不十分
カカオ豆 生鮮 ベネズエラ 微生物 A 収穫後の乾燥不十分
力力オ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 C
カカオ豆 生鮮’ エクアドル 農薬残留 C
力力オ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 C
カカオ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 C
カカオ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
力力一二 生鮮 が一ナ 農薬残留 C
筆力土塁 生鮮 力」ナ 農薬残留 C
力力士豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 C
カカオ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
カカオ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
力赫豆 生鮮’ が一ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
早早オ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
肋オ豆 生鮮 カ㌧ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
カカオ豆 生鮮 力」ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
カカオ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 C
力力オ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
力昇等豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 G 農薬認識不足
平群豆 生鮮 ガーナ 農薬残留 C 農薬認識不足
カカオ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 C 農薬認識不足
早早オ豆 生鮮’ が一ナ 農薬残留 C
力力オ豆 生鮮 ベネズエラ 微生物 三井物産㈱
カカオ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 ㈱か判レジセパン
カカオ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 ㈱カー判レゾヤパン
力力オ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 ㈱カー判レゾヤハoン
力力オ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 伊藤忠食糧販売㈱
カカオ豆 エクアドル 農薬残留 ㈱カーキ悔ゾヤハoン
力力オ豆 エクアドル 農薬残留 伊藤忠食糧販売㈱
力力オ豆 エクアドル 農薬残留 伊藤忠食糧販売㈱
肋オ豆 エクアドル 農薬残留 伊藤忠食糧販売㈱
カカオ豆 エクアト加 農薬残留 三菱商事㈱
力力オ豆 生鮮  ・一 ベネズエラ 微生物 ㈱カーギルゾヤパン
カカオ豆 生鮮 ベネズエラ 微生物 ㈱カーギルジャハ．ン
力力オ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 ㈱カーギルジャパン
カカオ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 三菱商事㈱
力力オ豆 生鮮・冷蔵 力㌦ナ エンドスルファン 三井物産㈱
カカオ豆 生鮮・冷蔵 が一ナ 農薬残留 三井物産㈱
力力オ豆 生鮮・冷蔵 エクアドル 農薬残留 伊藤忠食糧販売㈱
力力オ豆 生鮮・ エチオピア 農薬残留 双日㈱
肋オ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 ㈱カーギルゾヤパン
力力オ豆 生鮮・冷蔵 エクアドル 農薬残留 ㈱カーギルジャバン
カカオ豆 生鮮 が一ナ 農薬残留 三菱商事㈱
カカオ豆 生鮮 エクアドル 農薬残留 ㈱カーギルゾヤパン
力力オ豆 生鮮・冷蔵 が一ナ エンドスルファン ㈱カーギルシ短ベン
カカオ豆 生鮮・冷蔵 ベネズエラ 微生物 ㈱カーギルシ勉ベン




落花生 ア刈力 微生物 A 選別不十分
落花生 中国 微生物 A 選別不十分
落花生 煎り 中国 微生物 A 選別不十分
落花生 南アフリカ 微生物 A 原材料管理不足
落花生 中国 微生物 A 選別不十分
落花生 中国 微生物 A 天候不順及び乾燥不足
落花生 アメり力 微生物 A 選別不十分
落花生 南アフリカ 微生物 A 原材料管理不足
落花生 加工品 中国 微生物 A 原材料管理不足
落花生 煎り 中国 ・ 微生物 B 原料・保管時管理不足
落花生 煎り 中国 微生物 A 選別不十分
落花生 アメリカ 微生物 A 選別不十分
落花生 パラグアイ 農薬残留 B 輸送時にシへ．ルメトリンによる燥蒸を行っていた
落花生 パラゲアイ 農薬残留 B 輸送時にシペルメトリンによる煙蒸を行っていた
落花生 パラゲアイ 農薬残留 B 輸送時にシペルメトリンによる燥蒸を行っていた
落花生 ハ．宴Oアイ 農薬残留 B 輸送時にシへ．ルメトリンによる燥蒸を行っていた
落花生 パラグアイ 農薬残留 B 輸送時にシへ．ルメトリンによる燥蒸を行っていた
落花生 加工品 アメリカ 微生物 A 原料管理不足
落花生 パラグアイ 農薬残留 B 輸送時にシペルメトリンによる燥蒸を行っていた
落花生 パラグアイ 農薬残留 B 輸送時にシへ．ルメトリンによる燥蒸を行っていた
落花生 パラグアイ 農薬残留 B 輸送時にシペルメトリンによる燥蒸を行っていた
落花生 パラグアイ 農薬残留 B 輸送時にシペルメトリンによる燥蒸を行っていた
落花生 中国 農薬残留 C ドリフト
落花生 煎り 中国 微生物 A 原料管理不足
落花生 煎り 中国 微生物 B 製造工程における管理不足
落花生 り 一 中国 農薬残留 C
落花生 煎り 中国 微生物 八木通商㈱
落花生 南アフリカ 微生物 住金物産㈱
落花生 煎り 中国 微生物 ㈱松川屋
落花生 煎り 中国 微生物 白石食品㈱
落花生 インド 微生物 長栄商事㈱
落花生 ア刈力 微生物 互明商事㈱
落花生 煎り’ 中国 微生物 神榮㈱
落花生 煎り 中国 微生物 神榮㈱
落花生 煎り 中国 微生物 三昌貿易㈱
落花生 煎り 中国 微生物 ㈱タパタ
落花生 煎り 中国 微生物 ㈱松川屋
落花生 インド 微生物 A 天候不順及び乾燥不足、選別不十分
落花生 中国 微生物 神榮㈱
落花生 インド 微生物 A 選別不十分
落花生 ア刈力 微生物 A 選別不十分
落花生 煎り 中国 微生物 神榮㈱
落花生 アルぜンチン 微生物 ㈱カーギルジセパン
落花生 オーストラリ 微生物 ㈱吉田号
落花生 煎り 中国 微生物 三昌貿易㈱
ゴマ 種子 ボリヴィァ 農薬残留 B 誤って出荷
ゴマ 種子 ポリヴィァ 微生物 B 水濡れ事故
ゴマ 種子 中国 農薬残留 伊藤忠商事㈱
ゴマ 種子 グアテマラ 農薬残留 住友商事㈱
ゴマ 種子 ナィシ㌦［リア 農薬残留 三井物産㈱
ゴマ 種子 中国 農薬残留 B 流通過程による
ゴマ 種子（採油用 バネズエラ 農薬残留 住友商事㈱
ゴマ 種子 グアテマラ 農薬残留 伊藤忠商事㈱
ゴマ 種子 ナィシ壮リア 農薬残留 三井物産㈱





                    （芋・穀類）
原因：A＝取扱の不備B＝流通・生産管理の不適正C・＝農薬（薬剤）管理不足
原産国 違反内容 原因
ばれいしょ 冷凍 アメリカ 微生物 B 製造工程における衛生管理不足
キャッサバ 加工品   otィリピン シアン化合物 B 製造工程における管理不足
キャッサバ 冷凍 タイ シアン化合物 B 製造工程における管理不足
タピオカ澱粉 ．タイ 添加物 B 製造工程管理不足
タピオカ 冷凍 台湾 微生物 ㈱フードサービスネットワーク
タピオカ 冷凍 台湾 微生物 ㈱フードサービスネットワーク
小麦 ア刈力 腐敗・変敗 B 水濡れ事故
小麦 アメリカ 腐敗・変敗 B 水濡れ事故
小麦 粉 ブラヅル 農薬残留 ㈱ケーエスシー
小麦 アメリカ 微生物 住友商事㈱
小麦 粉 ブラヅル 農薬残留 ㈱イマイ
とうもろこし アメリカ 微生物 B 船積前検査では問題なし、航海中ﾅ増殖又は輸入ロット中の偏在
とうもろこし ア霊力 微生物 B 船積前検査では問題なし、航海中ﾅ増殖又は輸入ロット中の偏在




マンゴー シロッフ漬け フィリピン 添加勿 A 添加勿 用 準の認識不足
マンゴー 生鮮   台湾 農薬残留 C 農薬認識不足
マンゴー 生鮮 台湾 農薬残留 B 日本向け以外の商品の輸入
マンゴー 生鮮 台湾 農薬残留 B 日本向け以外の商品の輸入
マンゴー 生鮮 台湾 農薬残留 C 農薬使用期間の管理不足
マンゴー 生鮮 台湾 農薬残留 B 日本向け以外の商品の輸入
マンゴー 生鮮 ム湾 農薬残留 G ドリフト
マンゴー 生鮮 台湾 農薬残留 B 日本向け以外の商品の輸入
マンゴー 生鮮 ム湾 農薬残留 C ドリフト
マンゴー 生鮮 ム湾 農薬残留 B 台湾国内向けを誤って出荷
マンゴー 生鮮 台湾 農薬残留 C ドリフト
マンゴー 生鮮  ，． 台湾 曹薬残留 C ドリフト
マンゴー 生鮮 フィりピン 曹薬残留 C 農薬 用の管理不足
マンゴー 乾燥砂糖 フィリピン 添加物 A 他国向け製品を誤って出荷
マンゴー 生鮮 フィリピン 農薬残留 C ㈱海風
マンゴー 生鮮 フィリピン 農薬残留 C
企業による農薬管理指導に反して整日がシへ．ルメト1ン
マンゴー 原料用果ヲ 台湾 異物 A 加熱器の不具合により生じたマンSーピューレの結 佳げが細
ハイナッフル 冷｝ タイ 視 B ． 1造工程に’ける呂理不足
o         ρn  “フル ステ・5 視生 B 翻美，に’1 泪 笛  ・
燥 アメ肋 添加 B 造工呈における添加 の目理不
自 アメ肋 添加 B 浩工口に’i 添加 の笛理・
ん’ 燥 アメ1功 添ロ A 添加 認識不足
あんず 乾燥 ア刈力 添加物 A 添加物認識不足








ニンシン 生鮮 中国 辰護留 C 土士からの辰繍
ニンゾン 生鮮 台湾 農・残留 ㈱浩栄
ニンゾン 生鮮 台湾 農薬残留 ㈱小島商事
ニンゾン 生鮮 台湾 農薬残留 ㈱アゲロフレツシュ
ニンヅン 生鮮 台湾 農・残留 （有）サンフレッシュ
ニンゾン 生鮮 台湾 農薬残留 （有）豊成貿易
ニンヅン 生鮮 台湾 農・残留 C ドリフト
ニンヅン 生鮮 台湾 農薬残留 ㈱浩栄
ニンヅン 生鮮 台湾 農薬残留 ㈱ウェルグロウス
ニンヅン 生鮮 台湾 農薬残留 ㈱山形ごぼう商
ニンゾン 生鮮 台湾 農薬残留 （有）豊成貿易
ニンヅン 生鮮 台湾 農薬残留 C ドリフト
ニンヅン 生鮮 台湾 農薬残留 ㈱アグロフレッシュ
ニンジン 生鮮 中国 農薬残留 京葉物産（有）
ニンヅン 生鮮 台湾 農薬残留 ㈱南九州資材
ニンヅン 生鮮 台湾 農薬残留 峰昌（有）
ニンヅン 生鮮 台湾 農薬残留 ㈱南九州資材
ニンヅン 生鮮 玉 曹・‘ フヅ力蓮世
ホウレンソウ 燥 ベトナム 一ぶc C ドリフト
ねぎ 燥 中国 辰獄残留 C
ねぎ 燥 中国 農薬残留 C ドリフト
ねぎ 冷凍 中国 農薬残留 大陸貿易開発㈱
主 生醇 玉 些3ζ C ・瞳泓認碁b・
きのこ 燥 中国 添加物 B 使用基準不適合
たけのこ フ，… 中国 添加 B 用 ラ不し口
た【のこ i告 玉 添加 B 5 ・滴△
マッシュルーム 水煮 ブ冒シル 添加物 B 使用基準不適合
くらげ 燥 中国 辰噛・タ留 C
白きくらげ 乾燥 中国 農薬残留 C
白きくらげ 乾燥 中国 農薬残留 C
白きくらげ 乾燥 中国 農・・残留 C 農薬認識不足
白きくらげ 乾燥 中国 農薬残留 C 農薬認識不足
白きくらげ 乾燥 中国 農薬残留 C
白きくらげ 乾燥 中国 農薬残留 C ドリフト
白きくらげ 乾燥 中国 農薬残留 C
白きくらげ 乾燥 中国 農薬残留 C ドリフト
白きくらげ 乾燥 中国 農・残留 C
白 くらげ 目 玉 曹3く C
〈らげ 燥 中国 辰’・重留 C 肛送、による
〈らげ ■ 玉 曹・く C ド1フト
しいたけ 燥 中国 異同 ﾛ壁 Cしいたけ 乾燥 中国 農薬残留 C
しいたけ 乾燥 中国 農・残留 ㈱マルトモ物産
しいたけ 乾燥 中国 農・残留 ㈱サンワトレーディング






農薬成分名 ．． 猪{．：1罷。。d6k：アメリガ・．涜ス剛ア： ．カナダ EU








アゾキシストロビン 0．1 0．05 0．05







イオドスルフロンメチル 0．03 0．03 0，025
イソキサジフェンエチル 0．09 Oj 0．08
イソキサフルトール 0．1 0．2 0．05
イマザピル 0．05 0．05 0．05
イマゼタピルアンモニウム塩 0．08 0．1 0．05
イミダクロプリド 0．1   0．05 0．05 0．05 0．05
インドキサカルブ 0．02 0．02
エテホン 0．5 0．05
エトリジアゾール 0．1 0．05 0．2
エンドスルファン 0コ    0」 0．2 2 0．05
オキサジキシル 0．｛ 0．1
オキシデメトンメチル 0．3 0．5 0．02
オキシフルオルフエン 005 0．05 0．05
オメト天一ト 2 2
オリザリン 0．01 0．0て
カルバリル 0．1    0．1 5 5 1 0．5
カルフェントラゾンエチル 0．08 0．1 0．05
カルベンダジム、チオファネート、チオファネートメチ
給yびベノミル（総和として。）
0．7 0」 2 0．1
カルボキシン 0．2 0．2 0．1
カルボスルファン α05   0．05 0．05 α05
カルボフラン 0．05   0．05 1 0．05 0」
キナルボス 0．05 0．05




クロピラリド 2 董 2
クロルエトキシホス 0．01 0．0歪
クロルタールジメチル 3 0．05 5
クロルデン 0．02   0．02 0．02 0．02









シアン化水素 20 25 15






ジクワット α05   0．05 0．02 0」
知
（とうもろこし）
農薬成分名 日本． デC。d6翼こ、．アメリカ オ」ストラリア．∫ カナダ． ．．．EU
ジコホール 3 5 0．02
ジスルポトン α02 0．02 03 0．5 0．02









ジメトエート 1 0．1 2 0．02




ダイアジノン 0．02 0．02 0．7 0．7 0．02
ダイアレート 0．05 0．05
チアベンダゾール 0．05 0．05
チアメトキサム 0．02 0．02 0．02 0．02






トリアジメノール 0．1 0．05 0．01








トリホリン 0．1 0．1 0．05
二塩化エチレン 0．06 0．1 0．01



















フラチオカルブ 0．05 0．05 0．05












フルメツラム 0．05 0．05 0．05
フルリドン 0．1 0．1
フルロキシピル Oj 0．05 0．2 0．05




プロバタロール 0．08 0．1 0．05
プロパルギツト 0．1    0」 0．1 3
プロピザミド 0．02 0．02
プロフェノホス 0．05 0．05
            Fvロヘキサジオンカルシウム塩 0．2 0．05
プロポキスル（プロポクスル） 0．5 0．05
プロメトリン α2 α25 0．1
プロモキシニル 0．2 0」 0．2
プロモプロピレート 0．05 0．05
プロモホスエチル 0．05 0．05













ホレート 0．05   0．05 0．1 0．5 0．05
マレイン酸ヒドラジド 1 1
ミクロブタニル 0．03 0．03 0．02
メカルバム 0．05 0．05
メコプロツプ 0．05 α05




メタラキシル及びメフェノキサム（総和として。） 0．05   0．05 0．1 0．1 0．05
メチダチオン 0，1    0．1 0．1 0．02
メトキシクロール 7 14 0．01




リニュロン 0．2 0．25 0．05
リムスルフロン 0．1 0」
硫化カルボニル 0．2 0．2






農薬成分名 ．日本．「「 ．Cbde爽 アメリカ．オ些ストラリア． 功ナダ． EU．
一BHC lソーン い一 001． 001 05 0．01
24－DB 002 002
22－DPA 01 01MCPB 002 002
TCM丁B 01 01
メ ，、ス 01 01
ξ“?Xレフロン 002 0．02
セ  ロール 002 002
一ジン 03 025




“スルフロンメ レ 001 001
’  フレール 005 005
マゼ“ ンモニ ム蠣 005 005
マゼレ 005 005
マ メベンズメ レエスーレ 01 01
マ’aEしス ンモニ ム塩 02 03 005
ミ“ロブ1“ 005 005 005 005
工一 C、ン 2 1 2 1 05 02
エ1ジ ”一レ 005 005
エポ シコ ’“一レ 05 05
エン“スレフ ン 02 02 01 02 005
ジ ごレ 01 01
シーメンメ ル 002 002
シフル  レフェン 005 005
メエー 01 005
1 ’1ン 001 001
カルバ1レ 2 2 3 5 2 05
       いJレフェン 一’ンエ  レ 01 01 005
カルベンダジム、チオファネート、チオファネートメチ
給yびベノミル（総和として。）
0．6 0．1 0．05 0」
カレボ シン 02 02 01
カレボスレフン 01 02 005
カルボフーン 02 02 02 01
ン ローい 05 05 05
ンゼン 001 001 002
レジム 01 01
ロ ンセい メ シレ 01 01 01
ロジ 、、いプ 01 01
口朝 ，、・・ププロパ’レ 008 01 005
口’“匿 、一 005 005
ロピ“一レ 02 02
ロピー1“ 2 3 2 2
ロフェンセ“ 250 250
ロフェンージン 002 002
ロレーン 002 002 002 002
ロルピ1’・スメ レ 10 10 6 10 3
ロルフェ ピレ 005 005
ヒフェンブスズ 005 005
シ ンヒフ 20 25 15
ξ“@ロン 07 雪 01 1
ジロ、、いプメ レ 01 01 01
ジ  “ 2 2 002 2
ジコ、、一レ 002 002
““Xル・・ン 02 02 03 01
ジ  カレバメー 1 1 3 05 06





スレノ・スルフロン 002 002 001 002
セ  ξジム 01 01
“ ジノン 01 01 002
ダゾメット、メタム及びメチルイソチオシアネート（総和 0．1 0．1
ベン“’“一レ 05 1 005
メ   ム 002 002 002
ご“Jレブ  ’メ’ミル総 とて 2 2 1 01 005
フェンスレフロン 01 002




一  ゼン 005 005
一レブ1ン 01 01
一ルコ シジム 002 002   002
1 ぐ“メノーレ 05    02 005 001
1 ジメ，、ン 01 1 05 02
1 スレフロン 002 002 OO2
1 レー 005 005 005
    いP コ ’一レ 004 005 005   001
1一c激t 005 0051フレムロン 005 005
1プロ ぐスロビン 02    02 005
1，・1ン 01    0で 01
ニ  ヒエ レン 006 01 001
一一s1ン 01 01
パーコー 005 005 005
ピコ1 フェン 004 002    005
ピノ  ーン 07 13 002
ビフェン1ン 05    05 2 05
ピー ロスロビン 002 002
ピー’“、、ス 005 005
フ モ   “ン 01    ω
フプロニレ 0002   0002
フェ ミ’・ス 002 0．02
フェノ1ン 2 2
フェン ン 005 005
フェンプロピモレフ 05    05 05
ブフェ ξル 002 002
フいヒスルフ1レ 01 01
フー  カレブ 01 02 005
フームプロいプメ レ 005 005
フレ メいロン 01 01
フレカレバ’“ン 1 ム嬬 001 001
      “tレ ンコ ’一レ 002 002
フル1 小一ル 002 002
フルフェ セい 1 1
フレミ   ξ“ン 005 005
フレメ”一ム 005 005
フル1“ン 01 01
フルロ シピル 03 05 02 0．1
プロシミ“ン 002 002
ブ口口フコ ム 00005 000002
プロパロール 005 005
プロパニレ 02 02
プロピ ミ“ 002 002
プロフェノ’・ス 005 005
プロヘ  ジ ンカレシ ム土告 05 0．2
プロポ シカルバ’“ン 002 002
プロメ1ン 01 01
プロモ ぐニレ 02 01 02
プロモプロピレー 005 005
フロースーム 001 001
ヘ   ロロベンゼン 003 005 001
ベ 一 ご レ 005 0．05
ベノ  コール 001 001
ヘプ ロレ 002   002 002 001
ペンコ ’“一レ 005 005
ベンフーカルブ 005 0．05
’・スフ ミ“ン 01    01 005
，、スメ“ 005 005
・・ルモ  ン 002 0．02
，、レー 005   005005 0．05
メカルバム 005 0．05
メコプロ・・プ 005 005
メ’スレフロンメ レ 003 003 002
メ  【．、ス 005 005
メ ミ“，、ス 001 001
メ毫 “レ ’メフェノ  ム、． ハ と 005   005 02 001    02 005
メ “ ン 002 001 002
メ  シ ローレ 2 2
メスーム 002 002
メフエンピ虎“エ レ 003 005 001
モノ1ニュロン 005 005
1ニュロン 02 025 005
ヒカレボール 02 02
1ンヒフ 01    01 01 01 01





農薬成分名 日本1 Cod6ズ．．．∴アメリ九．オ」ストラリア．．．カナダ  圧じ




アシフルオルフェン 01 0．1 0．1
アジムスルフロン 0」 0．1
アゾキシストロビン 0．5 0．5 0．5
アトラジン Oj 0．1
アバメクチン 001 0，002 0．02
アミトラズ 0．05 0．05
アラマイト 0．01 0．01
アルドリン及びディルドリン（総和として。） 0．05 0．05 0．02
イマザキン 0．05 0．05
イマザリル 002 0．02
イマ女寺ピルアンモニウム塩 0．1 0コ 0．1
イミダクロプリド 1 量














｛ 0．2 0．1 α5 0．2
カルボキシン 0．2 0．2
カルボスルファン 0．05 0．05
カルボフラン 0．6 1 Oj
キナルポス 0．05 0．05
キントゼン 0．01 0．01 α02
クレソキシムメチル 0．1 0コ
クロゾリネート 0．05 0．05
クロマゾン α05 0．05 0．05
クロランスラムメチル 0．06 0コ 0．01
クロルタールジメチル 3 2 5 2













ジクワット 0．2 α2 1
ジコホール 01 0．1 5 3 0．05
ジスルホトン 0．2 0．2 0」 0．5 0．02










チアベンダゾール 008 0．1 0．05
チアメトキサム 002 002 0．02
7／7
（大豆）
農薬成分名 旧本「． ．・ b6dex∫・1・㌔アメリカ．1・オ÷ズ：トラリア．’：：カナダ・．EU～．












            一   幽oーバン 0．05 0．05
パラコート 0．1    0」 0．05 1 0．05
ハロキシホップ 0．1 0」
ビフェントリン Oj 0．02 0．1





















プロパルギット 02    0．2 3
プロピザミド 005 0．05









ヘ タクロル 0．02 0．02 0．01
ペンコナゾール 0．05 0．05
ベンフラカルブ 0．3 0．05
ホメサフェン 005 0．05 α05
ホルモチオン 0．05 0．05
ホレート 0．05   0．05 0．1 0．5 0．05
マレイン酸ヒドラジド 1 1




メタラキシル及びメフェノキサム（総和として。） 005   0．05 1 0」     1 0．05
メチダチオン 0．1    0．1 0」 0．02




リニュロン 05 1 0．05
硫化カルボニル 0．2 0．2






農薬成分名 ．日本：… C◎dex「rアメリガ．オ」ズトラリア＼ カナダ．． 、EU．．
γ一BHG（リンデンをいう。） 2 3 2 3 0．01










イミダクロプリド 1 1 0．5 0．2
エタルフルラリン 0．05 0．05
エテホン 2 0．1 0．05
エトリジアゾール 0」 0．2
エンドスルファン 0．5 0．5 2 2 1 0．3
エンドリン 0．05 0．05 0．01
オキサジキシル 5 0．1 0．5
オキシデメトンメチル 0．5 1 0．02
オメトエート 2 2
カルバリル 3 3 10 3 3
カルフェントラゾンエチル 0．1 0．1
カルベンダジム、チオファネート、チオファネートメチ
@  “ベ ミ  公
3 0．7 2 0．5 0．5
カルボスルファン ｛ 0．05




クレトジム 0．5 0．5 0．1
クロゾリネート 0．05 0．05
クロピドール 0．2 0．2
クロマゾン 0．08 0．1 0．05
クロルタールジメチル 2 1 5 壌













ジクワット 0．05 0．05 0．02 0．05
ジコホール 1 1 5 5 3 0．5
ジスルホトン 0．5 0．5 0．5 0．02
ジチオカルバメート 1 1 4 2 4 1
シニドンエチル 0．05 0．05







ジメトエート 1 ．5 0．02
ジメトモルフ 2 0．5 0．5
シモキサニル 0．5 0．05




チアベンダゾール 2 1 0．05
チアメトキサム 0．5 0．2 0．02
oq
（かぼちゃ）
農薬成分名 日本、． C。dex．アメリカ．：1オ』潜ヲ炉 ．カナダ   EU
チオジカルブ及びメソミル（総和として。） 0．5 0．2 0．2 0．05
テクナゼン 0．05 0．05
テトラジホン 1 1 5 1
トリアジメノール 2     2 0．5
トリアジメホン Oj    O」 0．3 0．2 0．1
トリアゾボス 0．02 0．02
トリデモルフ 0．08 0」 0．05
トリフロキシストロビン で 0．5





“      “nーハン 0．05 0．05
パラコート α05   0。05 0．05 0．05 0．05
ビテルタノール 0．5 α5
ビフェントリン 0．5 0．4 0．1 0．1
ピペロニルブトキシド 1     1 8
ピメトロジン 1 Oj 0．1
ピラクロストロビン 0．5 0．5
ピラゾボス 0．1 0．2 0．05
ピリプロキシフェン 1 0．1 0．2
ファモキサドン 2    0，2 0．3




















プロモプロピレート 0．5    05 0．05
プロモホスエチル 0．05 0．05
ヘキサクロロベンゼン 0」01 0．01
ベナラキシル 0．1 0．2 α05
ヘプタクロル 0．03 0．05 0．01









メタラキシル及びメフェノキサム（総和として。） 2    02 1 02 1 0．05
メチダチオン 01 0｛ 0．02
メトキシクロール 7 14 0．01
メトキシフエノジド 2 0．3
メビンホス 0．3 0．25
モノリニュロン          一一 0．05 α05
りこユロン 0．2 0．05






農薬成分名 日本． ．：「 bodex． ＝アメリカオーストラリア．㌔＝カナダ EU
γ一BHC（リンデンをいう。） 1 1 0．5 3 0．01
2，2－DPA 1 1
アジムスルフロン 0．02 0．02
アジンホスメチル 2 2 2 2 1 0．5
アトラジン 0．02 0．1





イミダクロプリド 3 3 0．5 3
インドキサカルブ 2 2
エチオン 0．3 1 0．5
エテホン 10 10 10 15 8 3
エンドスルファン 1 1 2 2 2 0．05
オキシデメトンメチル 0．02 0．02
オキシフルオルフェン 005 0．05 0．05 α05
オメト三一ト 1 2 0．4
オリザリン 0．08 0．05 0」
オルトフェニルフェノール 2 3 0．5
カルバリル 10 10 10 5 10 1
カルフェントラゾンエチル 0．1 0」 0．05
カルベンダジム、チオファネート、チオファネートメチ
給yびベノミル（総和として。）























ジクロベニル 0．2 0」5 0．1
ジクロラン 10 15 15
ジクロル ロップ 3 0．05
1，1一ジク二二ー2，2一ビス（4一エチルフェニル）エタン 0．01 0．α
ジクロン 3 3
ジクワット 0．03 0．02 0．05 0．05
ジスルポトン 0．05 0．02
ジチアノン 5 5 2







塔}ンン 0．2 0．25 0．1








農薬成分名         日本 〆． bodex．：7メ1ノカ∫．1オーストラリア・カナダ．モU
チアメトキサム 5 0．5 0．02
チオジカルブ及びメソミル（総和として。） 1 2 0．1
テクナゼン 005 0．05
テトラジホン 1 5 5 5
デメトンーS一メチル 0．4 0．4






トリホリン 2     2 10 2
1一ナフタレン酢酸 01 0．韮




ノルフルラゾン 0．2 0．1 0．2
“       “n一三ン 0．05 0．05
バミドチオン 0．05 0．05
パラコート 0．05 0．05 0．05 0．05
ハロキシホップ 0．05 0．05






フィ ロニ．ル 001 α01
フェナミホス 01 0．25 0．02
フェンクロルホス 0．01 0．01
フェンチオン 2     2 5
フェンチン 0．05 0．05






プロパルギツト 4     4 3









ヘ タクロル G．01 0．α
ベンフラカルブ 0．5 0．05
ホサロン 2     2 15 6 1
ホスファミドン 0，2    0．2 α15








二塁ラキシル及びメフェノキサム（総和として。） 1 1 0．2 1 0．05
メチダチオン 0．2    0．2 0．05 0．01 0．2 0．02
メトキシクロール 7 14 0．01










1975／04／11日本経済新聞 放射線照射 放射線照射食品 粉末野菜 へ’rーフードなどの原料に使われている粉末野菜に放射線を違法に照射していた 和光堂、キユーピー、雪印乳業
1978／09／12日本経済新聞 放射線照射 放射線照射食品 粉末野菜 味の棄、放射線殺菌食品悶題で一時中止の「中華あじ」の製造を包装など変更し再開へ 味の索、和光堂
1978／11／12日本経済新聞 有害物質 カドミウム 玄米 環境庁の調査で、9県21地域でカドミウ濃度1．Oppmの基準を上回る玄米が検出 秋田、千葉、大分
1978／11／01目本経済新聞 シアン化合物 豆 ビルマから輸入された「あん」の原料豆に国の基準を上回るシアン化合物が入っていることがわかった。 ビルマ産
1982／02／25日本経済新聞       ㌔ 微生物 ボツリヌス菌          ～ サケ缶詰 高望麓難壁塗壁翻醗器縫蜜8熱型齢強く齢に危険なボツリヌ脚混入して嚇し煽るとし耐亟洋嫡品の 極洋米国産       1脚
1982／03／25日経産業新聞 口蹄疫 豚肉 デンマーク産の豚肉が口蹄疫の発生により輸入禁止 デンマーク産
1984／06／27日本経済新聞 微生物 ボツリヌス菌 からしレンコン 熊本県から、広範囲に拡大。真空パックという新しい製造工程で作られたからしレンコンからポッリヌス菌 熊本県
1985／08／07日本経済新聞 ジエチレングルコール ワイン 4銘柄の輸入ワインから有毒不凍液のジエチレン・グリコールを検出。都内で確誘された有毒ワインはこれで33銘柄となった。名古屋では2銘柄みつかった。 オーストラリア産、西ドイツ産、イタリア産
て985／09／14日本経済新聞 食品添加物 シ’エチレンゲリ］一ル・モノエチルエーテル アイスクリーム 高級アイスクリームに、日本では使用が禁じられている食品添加物シ’エチレングリコー，レモノエチ’に一テルが混入されていたことがわかった。この添加物はイタリアでアイスクリーム用香ｿの溶剤として使われている。 不二家イタリア産
1985／07／16日本経済新聞 有害物質 カドミウム 米 富山県は、カドミウム準汚染米が実際には流通しなかったことを伝える 富山県
1985〆10／08日本経済新聞 食品添加物 シ’エチレンゲリコール・モノエチルエーテル アイスクリーム アイスクリームに、日本では使用が禁じられている食品添加物ヅエチレンゲリコー，レモノエチ，に一テルが検出。 東急フーズベーカリー
1987／01／10日本経済新聞 放射能汚染 放射能汚染食品 ヘーゼルナッツ 昨年末トルコから輸入されたヘーゼルナッツからソ連のチェルノブイ1源発事故が原因とみられる放射能が検出された問題で、厚生省は欧州の食品輸出国やA入業者に対し食品の放射能検査を厳しくするよう要請 トルコ






1987／02〆13日本経済新聞 放射能汚染    ご 放射能汚染食品 トナカイの冷凍生肉 スウ土一デンから輸入したトナカイの冷凍生肉から基準値を超える放射性セシウムを検出。昨年4月にソ連で起きたチェルノブイリ原発事故による放射能汚染とみられる。 スウェーデン産
1987／09／12日本経済新聞 放射能汚染i放射性セシウム） 放射能汚染食品 月桂樹の葉
横浜港に輸入されたトルコ産月桂樹の葉3．02トンから放射能暫定基準値の370ベクトルを超える1042ベクトルのセシウム134、137を検出。ソ連で起きたチェルノブイリ原発事故に
謔髟厲ﾋ能汚染とみられる。 トルコ産
1987／11／05日本経済新聞 殺菌剤 過酸化水素 コーヒー飲料 名古屋製酪製のコーヒー飲料「フランス風・スジャータカフェオーレ」に過酸化水上が混入。県衛生部は、過酸化水素で容器包装の殺菌を行う生産ラインを使用している企業ﾉ、立ち入りを検査指示。 名古屋企業
1987／11／10日本経済新聞 殺菌剤 過酸化水素 ポタージュ 名古屋製酪製、ポタージュにも過酸化水素混入。県衛生部は、過酸化水素を容器の殺菌に使う名古屋製酪製の検査を進めており、フレッシュ・ポタージュ・篇一ンについても。在ﾉ品の中から抜き取り検査。 名古屋企業
1988／01／02日本経済新聞 殺菌剤 過酸化申出 事故原因 名古屋製酪製のカップ入り飲料など4種類の製品に発ガン性が指摘される過酸化水工が混入した問題で、原因は容器殺菌用の過酸化水素を噴霧するmズルの不良と事故を起こした同社大阪工場のずさんな安全管理体制が重なったため。 名古屋企業
1988／10／05日本経済新聞 カビ毒 アフラトキシン トウモロコシ 米国産のトウモロコシに発ガン性の有害物質が発生。 米国産
1988／04／28日本経済新聞 放射能汚染 放射能汚染食品 ドライハープ、ハーブ茶、Lノ］（ウロラッ’曲ケ）
輸入されたユーゴズラビア産ドライハーブ、ルーマニア産ハーブ茶、フランス産キノコ（クロラッパタケ）から基準値の370を超える放射能を検出。ソ連で起きたチェルノブイリ原発事
ﾌによる放射能汚染とみられる。 ユーゴスラビア産、ルーマニア産、フランス産
1988／02／16日本経済新聞 行政 検査体制 放射能測定 海外旅行のおみやげで持ち帰った食品の放射能を、その場で測定するサービスを厚生省が5月旧～15Elまで、成田空港のロビーで実施。
婁988／07／18日本経済新聞 行政 検査体制 放射能測定 厚生省は、今年10月末で打ち切られる輸入食品の検査体制を期限後も継続することを決めた
1988／12／29日本経済新聞 放射能汚染 放射能汚染食品 香辛料、月桂樹の葉 スペインから輸入された香辛料、月桂樹の葉から、国の暫定基準限度370ベクレルの3．6倍近い1、325ベクレルの放射能が検出 スペイン
1989／09／09日本経済新聞 行政 原産国表示 輸入品の表示 消費者が原産国を誤認する恐れがある輸入食品に実際の製造国名を示す「原産国表示」を義務づける対象､品を増やすなど、景品表示法の運用の強化する方針を固めた。
1989／10／24日本経済新聞 放射能汚染 放射能汚染食品 キノコ 成田空港に着いたフランス産キノコ（アンズタケ）から日本の暫定基準値370ベクレル／kgを超える532ベクレルの放射能を検出。チェルノブイリ原発事故によるものとみられる。 フランス産




1993／08／19日本経済新聞 食品添加物 ポリソルベート 清涼菓子 菓子メーカーのネッスルマッキントッシュがオーストラリアから輸入、国内で販売している清涼菓子「ポロミントレモン」から指定外添加物を検出したと発表。 オーストラリア産
1995／09／28日経流通新聞 食品企業 検査体制強化 品質検査
西友は加工食品の品質検査の体制を見直す。検査基準を見直すとともに、輸入・製造から二か月経過した時点で公的機関に委託して検査する。入ジーランドから輸入したミネラルウォーターからカビが見つかった事故を受けて。
西友
1998／10／23日本経済新聞 行政 認証基準の導入（有機食品） 遺伝子組換え技術を使った大豆などは有機栽培しても、消費者の抵抗が強いなどとして有機とは認めない。輸入食品は「基準の厳しさが国内と同等以上」と農水省が認めた国ﾌ有機食品に限定する。
1999／05／27日本経済新聞 行政 原産国表示 原産国表示 輸入食品の増加と．味や健康、安全性に対する関心の高まりから、法改正により2000年にも、すべての生鮮食品に原産地表示が義務付けられる見通しだ。
2000／08／23日本経済新聞 微生物 黄色ブドウ球菌 脱脂粉乳 雪印乳業大樹工場製の脱脂粉乳から黄色ブドウ球菌毒素が検出されたことでメーカーに困惑が広がっている。 蟹印乳業













日本経済新聞 食品添加物 酸化防止剤（BHQ） 肉まん め、十日吹田保健所に提出した。
ダスキンの食品衛生法違反事件で、同社は「ミスタードーナツ」が中国で製造した「大肉まん」に無認可の酸化防止剤（BHQ）を含む油脂が使用された経緯の調査報告書をまと 中国製造、ダスキン
2002／06バ3日経産業新閏 食品企業 管理体制強化 品質管理体制 日清製粉グループが品質管理体制の強化に取り組んでいる♂998年間整えたグルーの品質管理体制に加え、最近では二二現場で「食の安全二四の徹底を進める運動を展 日清製粉グループ
2002／07／1訂日経産業新聞 行政 法律 アレルギー表示 4月から食品添加物や加工食品を対象に、卵などアレルギーの原因となりやすい物質の表示義務が課せられるようになった。
2002／07／12日本経済新聞 行政 添加物指定 回収多発で追認、食品添加物30種指定へ
2002／07／18日経産業新聞 食品企業 管理体制強化 品質管理体制 ロッテが原料分析などを手掛ける安全・品質管理専門研究員を配置した他、異物混入防止のための設備改良などを進めている。 ロッテ
2002／08／19日経産業新聞 食品企業 管理体制強化 品質管理体制 味の素が食の安全と商品開発力の両立を狙って、米国と中国の二か所に研究開発センターを設立する 味の素
2002／08／22日経産業新聞 食品企業 管理体制強化 品質管理体制 乳酸菌飲料を主力とするカルピスは、生産現場での衛生管理と品質管理の情報共有化に力を入れている カルピス
2002／08／22日経産業新聞
」食品企業             F1
ﾇ理休制強化 品質管理体制 森永乳築1ま「MACCP」と呼ぶ、独自の品質管理システムを整備している。同社にとって忘れられないヒ素ミルク事件と、2000年の雪印乳業の集団食中毒事件の二つを教訓に。ﾀ全と品質には最大限の経営資源を投じている。
        t
X永乳業
2002／08／28日本経済新聞 行政 管理体制強化 農薬 輸入食品で農薬残留などの基準違反が相次いだ場合、輸入を禁止できる規定を盛り込んだ改正食品衛生法が九月七日に施行されるのに向け、厚生労働省は輸入禁止措置発ｮの要件を「違反率五％以上」などとする方針を固めた
2002／09／23日本経済新聞 農薬 農薬 ホウレンソウ 残留農薬問題をきっかけに日本で中国野菓の輸入自粛措置が広がり、産地では秋植えの作物の植え付けを見送るなど影響が出始めている。七月から輸入の自粛借置を打ちoした冷凍ホウレンソウは、すでに品薄。 中国産




2004／04／24日本経済新聞 食品企業 管理体制強化 品質管理体制 はごろもフーズは食品製造の管理体制を強化する。自社のこ工場で危険度分析による衛生管理（HACCP）の承認を厚生労働省から受けた。 はごろもフーズ
2004／05／01日本経済新聞 農薬 有機リン系殺虫剤（メタミドホス） 冷凍ライチ 中国産の冷凍ライチから基準値を超える有機リン系殺虫剤（メタミドボス）が基準値の二倍にあたる0．2ppmが検出 中国産
2005／07／12日本経済新聞 有害物質 ホルムアルデヒド ビール 食品への添加が禁じられている有害成分「ホルムアルデヒド」が中国産の一部のビールに含まれているとの疑惑があり、全国の検疫所を通じ輸入業者に中国のメーカーへの事ﾀ確隠を求める通知を出した 中国
2007／03／03日本経済新聞 BSE BSE ソーセージ 使っているとの表示があった。
輸入を禁止している米国産牛肉加工品の疑いがあるソーセージが日本に届いたと発表。輸出書類には牛肉を原材料に使っていないと書いてあったが、商品のラベルに牛肉を
2007／06／14日本経済新関 行政 BSE 米側の体制は日本の輸入条件に見合っていると判断、日本の輸入業者がすべての荷物を開封してチェックする「全箱確認」は終了する。出荷実績のない施設や違反をした施設ｩらの荷物は検疫所での検査強化で対応する 米国産
皐 2007／0フ／11日本経済新聞 農薬 有機塩剛堅殺虫剤BHC 生路 青。置食品衛生法違反の中国産ショウガの輸入を認めるミスがあったと発表。残留基準の四倍の0．04ppmの有機塩素系殺虫剤BHC（ベンゼンヘキサクロライド）を検出した検査結果を中国産
2008／01／31日本経済新聞 農薬 有機リン系殺虫剤（粕ミドボス） ギョーザ ギョーザのような加工食品の検疫は技術的に困難なのが実情だ。メタミドホスは日本での使用は認められていないが、東アジアや欧米などでは野菓や果物の農薬として一般的ﾉ使われている。
2008／02／O，日本経済新聞 農薬 有機リン系楚虫剤（メタミドホス） ギョーザ 毒性の強い有機リン系殺虫剤（メタミドホス）が混入していた中国製ギョーザの中毒問題は消費者に衝撃と不安を与えた。日本の企業や行政の貨任と課題も重い。
2008／05／30日本経済新聞 食品企業 法律 ポジティブリスト制
がヅティブりスト制度が導入されて二年が経過した。輸出国の検査体制が整うのに伴って違反は徐々に減少。検査費用など食品業界の負担が増すといった昌昌も浮上していう。規制の厳しい日本向け輸出敬遠する動きも出始めた。輸出国の「日本離れ」が加速するという懸念もある。
2008／07／18日本経済新聞 行政． 検査体制 農薬 総務省はモニタリング検査が不十分だとして厚生労働省に改善措置を講ずるように勧告。ただ、現場では人手不足も顕著だ。
2008／09／06日本経済新聞 カビ毒 アフラトキシン 米 中国やベトナムなどから輸入し、カビ毒や基準値を超す残留農薬が検出された米を食用に不正に転売
ib
〈食贔群分類職〉



















食品衛生法 コーデツクス競@ 格 食晶衛生法 EU
オーλトラリア．
































































































































食品衛生法 コーデックス規@ 格 良品断生法 EU
オーストラ1」ア，












































































































食品衛生法 コーデックス規@  格 食品衛生宏 εu
オーストヲ伊，
jュージーランド カナダ マレーシア アメりカ タイ フィリピン





































いか イカスミ＝イタリアノ保存料ソルビン酸の対象外使用 頭足類1 頭足類＝2m巳／㎏く内臓




































































































辱優良原料         平成20年検査命令


































































































































































a 放射能濃度測定 NO 原料使用不適
b




































































































                 NO
  放射線殺菌未照射の証明書がある     原料使用不適
YES
         平成20年検査命令
         ター刈ック及びその加工品＝アフラトキシン（インドネシア産）
         パヅルシード：アフラトキシン（カンホ“ヅア、タイ産）
原料管理手法チャート
淺
w
需
1X （N油）
a：フィリピン産
b：その他
a
b
適正な添加物の使用を行っている NO
YES
腐
本醸造方式である  」軍一一一一一一一レ
アルカリ処理工程がある 』
NO
NO@！
原料使用不適
原料使用不適
原料管理手法チャート 重
エ
